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1 研究の背景
　我が国では急激に高齢化が進行している。平成 27 年（2015 年）にはベビーブームの世代が前期高齢者（65 ～
74 歳）に達し、これらの世代が後期高齢者（75 歳以上）を迎える10 年後の平成 37 年（2035 年）には、高齢者



















　CBPR の 活 動 プ ロ セ ス（CBPR 研 究 会、2010） に 基 づ き 実 施 し た。CBPR（Community-Based 
Participatory Research for Health）は、コミュニティを基盤とした参加型研究である。地域診断を中心に展
開し、調査活動そのものを住民同士のつながりを強める地域づくり活動とする方法論である。プロセスは 5 つ
の段階に分けられる（表 1）。











調査段階 内容 進度 具体的内容







第 2 段階 「メンバーを集め、組織を作る」 平成 28 年度
課題発見ワークショップの開催
聞き取り調査の実施
第 3 段階 「健康課題を明確にする」 平成 28 年度
課題解決ワークショップの開催
質問し調査票の作成



































































































　対象は、地区担当保健師を通じ、地元消防団に協力を依頼した。参加者は 20 ～ 45 歳の計 22 名で、年代
は 20 代 2 名、30 代 15 名、40 代 5 名で、全て男性であった。スタッフとして、天竜区健康づくり課保健師 2 名、
研究者 2 名、保健師課程学生 2 名が従事した。
3）結果
　ワークを通し、将来について今後考えを深めたいテーマとして、「婚活」、「家族形態」「認知症」、「収入・経済」
の 4 つのグループに収束した。実施後のアンケ トーでは、10 年後も現在の住まいで暮らしていると思うかをた
ずねた。「10 年後も暮らせていると思う」では、「はい」16 人、「いいえ」6 人であった。「最後まで暮らしてい
ると思う」では、「はい」が 9人、「いいえ」10 人、「わからない」3 人であった。
　感想として、「将来について具体的に考えることができた」「楽しい将来を作るにはどうしたらいいか考えさせ
られた」「将来については漠然としていて、あまり考えたことがなかった」「認知症はとても大きな問題だと思う
ので今から対策しなくてはいけない」などが挙げられた。
5 考察及び今後の方向性
　本研究の主な目的は、高齢過疎地における健康課題と健康づくり活動の方向性を見出すことである。同時にそ
の実現のために、住民自身が問題意識を持ち、主体的に健康づくりに取り組んでいこうとする風土を醸成していく
ことが必要である。このプロセスには時間を要すると見込まれる。本研究は単年度のみの関わりに留まらず、継続
して取り組んでいきたいと考える。
　高齢者の健康づくり活動は、保健分野のみならず介護・福祉分野が連携し、既に積極的な取り組みがなされて
いる。高齢過疎地域はハンディや課題の多いと捉えがちである。だが、今回の調査結果からは、住民は地域に対
する強い愛着や、自立した生活に対する自信を持ち、自尊心が高い可能性があることが示唆された。今後の方向
性として、高齢過疎地域という言葉の持つ先入観に捉われず、住民の想いや自尊心が十分に尊重される健康づく
り活動を展開しなくてはならないと考える。
　一方で、健康づくり活動の新しい方法論の創造を推進しいくことも必要である。今回は、学生の演習の対象地
域とすることで、新たな視点を見出せた点も成果であると考える。学生の新鮮な視点による活動は、健康課題発見
の切り口を広げ、住民の気づきを促し、問いを投げかける。学生と住民が積極的に交流する機会を設けていくこと
が、健康づくりに対する学びと気づきを促すものと考える。
　また、働きざかりの成人期の男性が意見を交換できる場を設けることも、住民の学びと気づきを促す場であると
いう手応えを得た。若い世代は地域や健康づくりに関心がないのではなく、考え集う機会を持ちにくいのではない
かと考える。今回のワークショップで感じた手応えを、住民主体の活動へ発展させるような介入方法を今後検討し
たい。
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